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ＮＯＡＡデータ利用・水産海洋情報

Use of NOAA Data on Marine and Fisheries In Function

浅野　正＊

Tadashi Asano

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

This paper present how NOAA Data which are received by Meteorological SatelliteCenter

are used for Marine and fisheriesinformation at Japan FisheriesInformation Service Center

１。はじめに

　漁業にとっては，海水温，海流，潮目などの海況情

報は漁場の探査に重要な手掛りとなる。魚の回遊に関

係のある暖流寒流，魚が集って漁場となる潮目や，暖

水寒水の渦，冷水の湧昇などは海水温の分布により知

ることができる。

　漁業情報サービスセンターでは，気象衛星センター

で受信しているアメリカの極軌道気象衛星ＮＯＡＡの

観測データを利用して「人工衛星利用海洋情報」を作

成して漁業関係者に提供している。

　漁業情報サービスセンターは，昭和51年度から水産

庁の委託で，ＮＯＡＡの赤外画像情報から海況を知る

ための技術開発を行ない,昭和60年9月から国の補助事

業として水産海洋情報の提供が開始された。

２。人工衛星利用

　当初は，出漁船や調査船が海水温を直接観測した情

報から「水温分布図」を作成していたが，情報の少な

い海域があり，また情報の集収や作図に日時を要する

などで，実際の漁場の様子と少し違うこともあった。

このような理由で人工衛星の利用が着目された。

　漁業で必要な海洋情報は，海水の温度のほか，温度

の水平方向の差で示される潮目，温度分布で推定でき

る海流の流路などが重要である。

　日本で利用可能な人工衛星としては，海洋観測衛星

ＭＯＳｒもも」，静止気象衛星ＧＭＳrひまわり」，極軌

道気象衛星ＮＯＡＡなどがある。もも衛星はまだ試験

衛星の性格が強く，「ひまわり」の赤外画像の分解能は

5kmとかなり粗くなっている。 ＮＯＡＡの分解能は1.1

kmと精度が高いので，沿岸，近海水域を局部的に拡大

　＊　気象衛星センター伝送第二課

可能で，

る。

日本近海の海洋情報にはＮＯＡＡが適してい

３．ＮＯＡＡのデータ

　現在，気象衛星センターで受信しているのは，1986

年９月に打ち上げられたＮＯＡＡ－１０号で，高度約830

km，軌道傾斜角98度，昇降点間隔約25.5度，公転周期

約102分で１日に地球を14周している。

　ＮＯＡＡの信号の受信可能な範囲は，パラボラ･アン

テナの仰角が５度以上なので，北緯10～60度，東経

110～170度附近まで，１日に南向軌道と北向軌道との

２回あり，それぞれ２～３軌道受信できる。図１は南

向軌道で，３軌道受信可能の例である。

　ＮＯＡＡには数種の異なった目的の観測機器が搭載

されている。（表１）

　このうちのＡＶＨＲＲは画像取得を目的とした観測

機器で，マルチスペクトラム解析を可能とするため可

視から遠赤外までの５チャンネルを持っている。（表

２）このうち，第４チャンネル（遠赤外）からは地球

表面の温度情報が得られるので海洋情報作成に利用し

ている。

　ＡＶＨＲＲの走査鏡は毎分360回転するため，衛星は

360×102本のライン数で地球の周囲を走査し観測する。

　（衛星の周期は約102分）ＡＶＨＲＲの視野角は鉛直方

向に対して±55.2度で,衛星高度は830kmなので,地表

面における走査巾（東西）は約2900kmになる。また，

南北には連続的で，気象衛星センターの直上を通る最

も長い軌道では5200kmのデータを受けられる。（図２）

ＮＯＡＡの観測データは，衛星のテレメトリーデータ

と共にＨＲＰＴ（高解像度画像送信）データとして1968

ＭＨｚで送られてくる。
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　この衛星からの電波を受信するには，ワシントン気

象局よりアデス経由で入電する軌道情報を計算機に入

力し，衛星の飛翔する方位及び仰角を１分毎に算出し

たオペレーションテーブルを作成する。受信時刻にな

ると，直径４ｍのパラボラ・アンテナは衛星の到来す

る方向を指向し，衛星からの電波を捕捉して受信が開

始される。アンテナの制御は，仰角５～７度は電波が

弱いので計算機による「プログラム追尾」で制御され

るが，仰角７度以上になると，受信電波の最も強いポ

イントを追尾する「自動追尾」に切換わる。仰角が５

度以下になって受信は終了する。

　受信したＨＲＰＴデータは，受信装置のＢＩＴシンク

ロナイザーで分岐され，リアルタイムにＮＴＴ回線

　（光ケーブル）で気象協会に伝送され磁気テープに記

録される。この磁気テープが漁業情報サービスセンタ

ーヘ運ばれて，海洋情報作成のために解析処理される。

ぺ
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にするためで，外周部分程圧縮されている。これの位

置を計算して変換し，海図に用いられているメルカト

ール図法の形に作図する(歪補正)。更に島などの判別

しやすい地形の緯度経度を画像上で突き合わせて補正

する(幾何学的補正)。

（2）海面温度への変換処理

　海水温度はマイナス2°Ｃからプラス35°Ｃ位までなの

で，元の赤外放射計データから漁業に必要な水温を選

び出し，その範囲の温度差を強調して，水温分布をは

っきり示すための画像解析を行なう。

　衛星で測った輝度温度は実際の水温ではないので，

画面の数ケ所に船で実測した同日の水温値を人力し，

輝度温度と実測水温との関係式により，水混線が何度

に相当するかを図示する。

　温度差を見やすくする方法として，温度を色の違い

で表示させた疑似カラー写真を作成している。もう一

つの方法は，白黒写真でドＣ毎にその境界に当たる色

合いの差を強調して白い線で縁取りした，エッジ強調

写真法がある。

（3）雲の除去

　海が雲で隠された場合は，雲の動きの方が水温の変

化より連いので，数日の連続写真を重ね合わせて，海

の出ている部分をつなぐ事によって雲をかなり除去で

きる。しかし，梅雨期とか，冬季の日本海側など雲に

よ=いわれる日が続く場合は除去できない。

フレーム

シンクロナイザ

CPU

　　　　　　　　　　　図３

４．水産海洋情報の作成

　漁業情報サービスセンターには画像処理用として，

スパーミニコンのＨＩＤＩＣ－V90/30があり，画像解析

を行っている。

（1）画像の歪補正，幾何学的補正

　ＮＯＡＡからの画像は，そのまゝでは実際の地形と

違って非常に歪んでいる。それは丸い地球を平面画像

－77－

（4）解析図作成

　漁業に用い易いように解析した衛星画像でも慣れな

い人には理解しにくいので，わかり易い形に図式化し

た解析図を作成する。

　一つは，「人工衛星利用温度分布図」で，衛星の赤外

放射計の測定値から求めた水温（輝度温度）の分布図

である。エッジ強調写真に示された1°Ｃ毎の温度の境

界を線図で書いたもので，沿岸の海域では更に細かく

0.4°Ｃ毎に示すこともある。

　もう一つは，「人工衛星利用漁海況図」で，衛星画像

から読みとった暖流寒流の位置，潮目，腹水冷水の渦

などの海洋構造のある場所をそれぞれの記号で示した

ものである。これにより漁場を探査するために役立つ

資料が得られる。（図５～６）
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５。水産海洋情報の提供

　これらの作成された情報は，無線及び有線のファク

シミリ送信，パソコン通信，郵送などの手段により全

国の水産試験所，出漁中の漁船，漁業協同組合などに

提供されている。

（1）無線ファックス

　観測翌日に「輝度温度分布図」「漁海況図」に解説を

回
固
言
歎
窓
囲
犀
剛
胆
曰
く
卵
ら
に
諏

幻匹廻盟胆葺貴官吊巾

ヽ､↑

ｍ

加えたものを中央漁業無線局より毎週３回放送してい

る。（図7）

（2）テレファックス

　観測翌日に沖合域あるいは沿岸域の情報を希望する

海域について提供。また，多階調ファクシミリを用い

ることにより温度差強調の写真も伝送している。
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図

図７　解析図
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81－

自Zほ仙

ﾔｰ∽

n

‐
低
入
Ｐ
Ｋ
ｊ
Ｉ
私
営
幸
雄
妬
八
挺
撒

Ｒ



METEOROLOGLCAL SATELLITE CENTER TECHNICALNOTE Ｎ０.２０MARCH, 1990

（3）フロッピーディスク

　パソコン用に，希望する沖合域，沿岸域の画像解析

データを利用者へ郵送。

（4）パソコン通信

　フロッピーディスク収録データをパソコン通信で伝

送する。水産試験所，漁業無線局，漁協などとネット

化されている。

（5）印刷物

　赤外線写真，疑似カラー写真，輝度温度分布図，海

況図などを利用者へ郵送する。

６。水産海洋情報の活用

（1）水産試験場などでは，入手したこれらの情報に漁

場調査情報や解説などを加えて県の水産情報として漁

業関係者へ提供し，更に無線ファックスで漁船向けに

放送している。（図8）

（2）パソコンによる情報の活用

　フロッピーディスクやパソコン通信で入手した画像

情報を利用するためのプログラム「海面温度分布表示

システム」が開発された。これにより利用者側で次の

ようなことが可能となった。

　ア。海面温度を疑似カラー表示し，カラープリント

　　　ができる。

　イ。独自調査の水温実測値を入力できる。

　ロ。表示海域を拡大表示。

　ハ。表示海域内の任意位置における輝度レペル・換

　　　算水温を画面表示，プリントができる。

　パソコン通信による画像伝送により，その日のうち

に鮮明なカラー海況写真の入手が可能となった。

７。おわりに

　気象観測のために開発されたＮＯＡＡであるが，そ

のデータから漁業に役立つ情報が作成され水産業に大

きな役割を果していることは，極軌道気象衛星受信業

務に関係する者として大変喜ばしい。

　最後に，参考文献や資料を提供していただいた漁業

情報サービスセンターに謝意を表します。

メモ

〈社団法人　漁禽|青報サービスセンター〉

　水産庁の外郭団体で，漁況，海況，市況など漁業に

必要な情報の提供を行なうことや，漁業に関する情報

化技術の振興に寄与することを目的として，昭和47年

に設立きれた。

参考文献

漁業情報サービスセンター，昭和62年,「衛星から海と

漁場を見る」（漁業者のための衛星情報の見方，使い

方）。

漁業情報サービスセンター．昭和63年．「ＮＯＡＡ衛星

画像の海面温度分布表示システム」（プログラム説明

書）．
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　今回は７月２４日７時の衛星写真を用いた．

１　瓜潮は犬吠埼東３０マイル付近を北東に流

　れ、３５°5 0' N14 2' 00' E付近を

　流去している．

２　本県沿岸域の水温は２０～２２℃台でその

　沖合は２３℃台となっている．

図８
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